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橋
本
富
太
郎
著
『
廣
池
千
九
郎
―
道
徳
科
学
と
は
何
ぞ
や
―
』

藤
田
大
誠

　

本
書
は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
年
の
時
期
に
か
け
て
「
モ
ラ
ロ
ヂ
ー
」

（
道
徳
科
学
）
と
い
ふ
「
新
科
学
」（
新
た
な
学
問
分
野
）
を
提
唱
し
、
現

在
は
「
公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
」
や
「
学
校
法
人
廣
池
学
園
」

〔
麗
澤
大
学
等
の
諸
学
校
を
経
営
〕
な
ど
の
諸
団
体
へ
と
発
展
し
て
ゐ
る

「
道
徳
科
学
研
究
所
」
や
「
道
徳
科
学
専
攻
塾
」
の
創
立
者
と
し
て
知
ら

れ
る
廣
池
千
九
郎
（
ひ
ろ
い
け
ち
く
ら
う　

慶
應
二
年
〔
一
八
六
六
〕
～

昭
和
十
三
年
〔
一
九
三
八
〕、
享
年
満
七
十
二
）
の
本
格
的
評
伝
で
あ
り
、

「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
」
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

　

廣
池
に
関
す
る
言
及
は
従
来
、
人
名
辞
典
で
も
不
十
分
な
記
述
が
目
立

ち
、
ま
た
、
特
定
テ
ー
マ
に
偏
る
一
面
的
な
主
張
も
多
か
つ
た
が
、
本
書

が
指
摘
す
る
如
く「
そ
の
主
な
要
因
は
、廣
池
の
事
跡
が
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
異
色
の
存
在
だ
か
ら
」（
ⅲ
頁
）
で
あ
ら
う
。

　

本
書
を
繙
く
と
、
廣
池
が
出
生
地
の
中
津
で
物
し
た
地
方
史
研
究
の
先

駆
的
業
績
で
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
を
日
本
で
最
初
に
紹
介
し
た
『
中
津
歴

史
』、
京
都
在
住
時
に
お
け
る
『
史
学
普
及
雑
誌
』（
国
学
研
究
雑
誌
の
一

種
）
の
独
力
刊
行
、
皇
室
を
正
面
に
据
ゑ
た
歴
史
書
『
皇
室
野
史
』、
平
安

〔
書
評
〕
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遷
都
千
百
年
を
記
念
し
て
編
纂
さ
れ
た
『
平
安
通
志
』
の
下
請
負
、
東
京

在
住
時
に
お
け
る
百
科
全
書
『
古
事
類
苑
』
編
纂
事
業
へ
の
参
画
、
早
稲

田
大
学
講
師
時
代
に
お
け
る
国
文
法
書
『
て
に
を
は
廃
止
論
』、
漢
文
法

書
『
支
那
文
典
』、「
東
洋
法
制
史
」
分
野
を
開
拓
し
た
『
東
洋
法
制
史
序

論
』
や
「
法
学
博
士
」
の
学
位
授
与
を
受
け
た
論
文
「
支
那
古
代
親
族
法
」

な
ど
を
収
録
し
た
『
東
洋
法
制
史
本
論
』、
神
宮
皇
學
館
教
授
時
代
に
お

け
る
神
宮
と
万
世
一
系
研
究
の
成
果
『
伊
勢
神
宮
』（
後
に
増
補
改
訂
し

て
『
伊
勢
神
宮
と
我
国
体
』）、
天
理
教
本
部
に
お
け
る
顧
問
や
天
理
中
学

校
長
と
し
て
の
活
動
、「
道
徳
科
学
」
研
究
の
序
章
と
し
て
の
『
日
本
憲

法
淵
源
論
』、試
論
と
し
て
の『
道
徳
科
学
の
論
文
』、「
道
徳
科
学
研
究
所
」

の
設
立
、
千
葉
に
お
け
る
「
道
徳
科
学
専
攻
塾
」（
各
種
学
校
）
の
開
設

な
ど
、
い
づ
れ
も
独
創
的
な
廣
池
の
事
跡
が
縷
々
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

廣
池
は
師
範
学
校
受
験
に
二
度
失
敗
し
た
た
め
（
応
請
試
業
に
て
初
等

師
範
科
教
員
免
許
取
得
）、
小
学
校
と
洋
学
校
「
中
津
市
校
」
の
卒
業
後

は
学
校
教
育
を
受
け
て
ゐ
な
い
が
、
本
書
で
は
、
南
豊
儒
学
の
系
譜
を
引

く
小
川
含
章
（「
麗
澤
館
」
入
塾
）、
国
学
の
大
家
で
あ
る
井
上
頼
囶
（「
神

習
舎
」
入
門
）、『
古
事
類
苑
』
編
集
長
の
佐
藤
誠
実
、
法
学
者
の
穂
積
陳

重
と
い
ふ
「
四
人
の
師
」
を
は
じ
め
、
多
彩
な
学
者
に
薫
陶
を
受
け
、
様
々

な
交
友
を
重
ね
つ
つ
も
独
学
で
道
を
切
り
開
き
、
幾
度
も
の
大
病
を
乗
り

越
え
「
道
徳
科
学
」
を
打
ち
立
て
て
ゆ
く
様
が
活
写
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

著
者
は
、
國
學
院
大
學
に
提
出
し
た
博
士
学
位
申
請
論
文
「
近
代
日
本

に
お
け
る
神
道
と
道
徳
―
廣
池
千
九
郎
を
事
例
と
し
て
―
」
に
よ
り
「
博

士
（
神
道
学
）」
の
学
位
を
取
得
さ
れ
て
ゐ
る
。
現
在
、
麗
澤
大
学
外
国

語
学
部
助
教
・
公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
道
徳
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
廣
池
千
九
郎
研
究
室
主
任
研
究
員
を
務
め
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら

も
、
廣
池
千
九
郎
の
評
伝
執
筆
者
と
し
て
誠
に
適
任
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
所
属
団
体
・
大
学
の
創
立
者
を
対
象
と
す
る
「
評
伝
」
の
執

筆
と
い
ふ
営
為
は
、
た
い
へ
ん
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら
の
作
業

だ
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
勿
論
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
モ
ラ
ロ

ジ
ー
研
究
所
や
麗
澤
大
学
と
は
全
く
無
関
係
な
評
者
の
憶
測
に
過
ぎ
な
い

が
、
特
に
廣
池
千
九
郎
に
つ
い
て
は
、
そ
の
門
下
並
び
に
内
外
の
諸
先
学

に
よ
る
顕
彰
事
業
や
伝
記
研
究
の
分
厚
い
蓄
積
が
あ
る
だ
け
に
、
廣
池
の

生
誕
百
五
十
年
に
当
た
る
平
成
二
十
八
年
を
期
し
て
関
係
団
体
外
部
の
出

版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
初
の
本
格
的
評
伝
で
あ
る
本
書
の
持
つ
重
み
は
、

著
者
自
身
が
最
も
切
実
に
感
じ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
ら
う
か
。

　

本
書
は
「
評
伝
」
と
い
ふ
性
格
上
、
廣
池
に
関
す
る
先
行
研
究
へ
の
言

及
は
必
要
最
小
限
に
留
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、著
者
の
博
士
論
文
第
二
章「
研

究
史
上
の
廣
池
千
九
郎
」
で
は
、
主
に
昭
和
四
十
年
代
以
降
に
本
格
化
し

た
多
岐
に
亙
る
廣
池
千
九
郎
研
究
の
到
達
点
と
課
題
が
詳
し
く
整
理
さ
れ

て
を
り
、
門
外
漢
の
評
者
に
と
つ
て
は
本
書
の
位
置
付
け
を
考
へ
る
上
で
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た
い
へ
ん
有
益
で
あ
つ
た
。
先
行
す
る
廣
池
の
伝
記
と
し
て
は
、
佐
藤
巖

編
『
道
徳
科
学
の
論
文
の
附
録　

廣
池
博
士
の
学
問
上
に
於
け
る
経
歴
』

（
道
徳
科
学
研
究
所
、
昭
和
三
年
）、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
編
『
資
料
が
語

る
廣
池
千
九
郎
先
生
の
歩
み
』（
広
池
学
園
事
業
部
、
昭
和
四
十
八
年
）、

横
山
良
吉
『
廣
池
千
九
郎
先
生
小
伝
』（
広
池
学
園
事
業
部
、
昭
和

五
十
一
年
）、
井
出
元
『
人
生
の
転
機
―
廣
池
千
九
郎
の
生
涯
―
』（
広
池

学
園
出
版
部
、
平
成
七
年
）、
同
『
廣
池
千
九
郎
の
思
想
と
生
涯
』（
広
池

学
園
出
版
部
、
平
成
十
年
）
な
ど
が
あ
り
、
特
に
十
余
年
に
亙
る
共
同
検

討
作
業
が
結
実
し
た
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
編『
伝
記　

廣
池
千
九
郎
』（
財

団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
平
成
十
三
年
）
は
、
そ
の
生
涯
の
全
貌
を

最
も
網
羅
的
に
描
い
た
全
七
百
三
十
五
頁
の
決
定
版
で
あ
る
が
、
読
み
易

さ
と
い
ふ
点
を
非
常
に
重
視
し
た
た
め
に
引
用
史
料
が
現
代
語
訳
さ
れ
て

ゐ
る
な
ど
、学
術
研
究
の
上
か
ら
は
一
長
一
短
の
あ
る
書
物
と
い
へ
よ
う
。

　

で
は
、
廣
池
伝
記
研
究
の
系
譜
に
新
た
な
一
頁
を
加
へ
る
こ
と
と
な
つ

た
本
書
の
特
色
は
奈
辺
に
あ
る
の
か
。
本
書
で
は
、
テ
ー
マ
毎
に
纏
め
ら

れ
た
『
伝
記　

廣
池
千
九
郎
』
と
は
聊
か
異
な
る
叙
述
方
針
を
採
り
、
時

代
順
に
全
体
の
流
れ
が
捉
へ
易
く
な
る
こ
と
を
心
掛
け
る
と
と
も
に
、
当

時
の
雰
囲
気
を
忠
実
に
伝
へ
る
た
め
引
用
史
料
は
な
る
べ
く
原
文
を
尊
重

し
て
ゐ
る
（
四
四
五
、四
四
六
頁
）。
そ
の
構
成
は
、「
ま
え
が
き
」
や
「
あ

と
が
き
」、
略
年
譜
な
ど
を
除
く
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　

第
一
章　

中
津
と
『
中
津
歴
史
』

　
　

第
二
章　

歴
史
研
究
か
ら
東
洋
法
制
史
の
開
拓
へ

　
　

第
三
章　

神
道
の
研
究
と
信
仰

　
　

第
四
章　
「
道
徳
科
学
」
の
確
立
と
展
開

　
　

終　

章　

廣
池
没
後
の
動
静

　

著
者
は
、「
生
涯
の
苦
労
と
事
業
を
起
こ
し
た
『
中
津
歴
史
』
の
時
代

に
始
ま
り
、
そ
れ
を
承
け
て
歴
史
家
と
な
り
法
制
史
を
専
攻
し
、
さ
ら
に

途
中
で
宗
教
家
に
転
じ
、
最
後
に
人
生
の
す
べ
て
を
道
徳
科
学
の
研
究
と

教
育
に
結
実
さ
せ
た
人
生
だ
っ
た
。
本
書
は
廣
池
の
生
涯
を
四
章
構
成
と

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
起
承
転
結
に
あ
た
る
」
と
述
べ
て
ゐ
る
（
四
四
六

頁
）。
ま
た
、
廣
池
が
到
達
し
た
「
道
徳
科
学
」
の
ル
ー
ツ
を
、
一
時
期

教
団
本
部
の
幹
部
と
し
て
活
躍
し
た
天
理
教
の
み
に
結
び
付
け
て
捉
へ
る

宗
教
学
者
ら
の
議
論
に
は
妥
当
性
が
無
く
、
人
生
上
の
「
救
済
・
報
恩
」

の
問
題
と
「
道
徳
科
学
」
へ
と
展
開
す
る
「
理
論
・
教
育
」
は
別
々
の
問

題
と
し
て
捉
へ
る
べ
き
で
、
そ
の
理
論
体
系
の
形
成
過
程
は
「
廣
池
の
人

生
そ
の
も
の
」
だ
と
も
評
し
て
ゐ
る
（
二
八
三
、四
四
六
頁
）。

　

な
ほ
、
本
書
の
副
題
「
道
徳
科
学
と
は
何
ぞ
や
」
は
、
廣
池
の
主
著
『
道

徳
科
学
の
論
文
』
第
一
巻
第
一
章
の
見
出
し
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
廣
池

の
人
生
を
問
う
こ
と
は
、
そ
の
道
徳
科
学
の
成
り
立
ち
を
問
う
こ
と
」
と

い
ふ
著
者
の
思
ひ
が
籠
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
関
係
者
間
で
は
平
板
す
ぎ
る
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と
不
評
で
あ
つ
た
ら
し
い
（
橋
本
富
太
郎
「
日
本
評
伝
選
『
廣
池
千
九
郎
』

の
執
筆
に
つ
い
て
」『
麗
澤
大
学
紀
要
』
第
百
巻
、
平
成
二
十
九
年
）。
副

題
に
は
、
天
理
教
で
批
判
を
受
け
た
廣
池
が
あ
へ
て
抗
弁
せ
ず
去
つ
た
際

に
体
得
し
た
格
言
「
慈
悲
寛
大
自
己
反
省
」（「
天
の
岩
戸
」
神
話
を
、「
天

祖
」
天
照
大
御
神
が
乱
暴
狼
藉
を
行
つ
た
須
佐
之
男
命
を
許
容
し
自
ら
の

不
徳
を
省
み
て
籠
ら
れ
た
と
理
解
）
も
考
へ
ら
れ
た
が
、
著
者
は
こ
の
格

言
の
字
面
を
見
た
だ
け
で
は
真
意
が
伝
は
り
難
い
こ
と
か
ら
避
け
て
ゐ

る
。
本
書
を
通
底
す
る
主
題
を
鑑
み
れ
ば
、
賢
明
な
判
断
で
あ
ら
う
。

　

ま
た
、
中
津
高
等
小
学
校
訓
導
時
代
の
廣
池
に
よ
る
初
の
単
著
『
新
編

小
学
修
身
用
書
』
全
三
巻
（
明
治
二
十
一
年
）
に
触
れ
、「
そ
の
後
、
歴
史
・

言
語
・
法
制
・
神
道
等
を
辿
り
、
最
終
的
に
そ
れ
ら
を
集
大
成
し
て
、
新

た
な
道
徳
論
を
打
ち
立
て
た『
道
徳
科
学
の
論
文
』（
昭
和
三
年
）に
結
実
」

し
、「
道
徳
の
内
実
と
実
効
性
」
を
主
題
と
す
る
「
最
初
の
著
述
と
最
終

的
な
主
著
と
が
、こ
の
一
本
の
線
で
結
ば
れ
て
い
る
」と
指
摘
す
る（
七
五

頁
）。
さ
ら
に
「
廣
池
の
ル
ー
ツ
と
し
て
、
家
庭
環
境
と
大
分
儒
学
の
伝

統
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
」
に
重
点
を
置
き
、「
廣
池
の
道
徳
科
学
の
基

本
的
な
考
え
方
は
、
三
浦
梅
園
の
時
点
で
ほ
ぼ
で
き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と

が
理
解
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。
廣
池
は
そ
れ
を
近
代
科
学
へ
進
め
、
さ
ら

に
日
本
の
精
神
文
化
の
深
み
を
添
え
る
と
と
も
に
、
恒
久
的
な
教
育
体
系

へ
と
展
開
し
た
」（
四
四
六
頁
）
と
い
ふ
学
問
の
系
譜
に
着
目
し
て
ゐ
る

の
も
興
味
深
い
。
因
み
に
、
廣
池
が
今
際
の
際
に
「
お
ま
え
が
一
番
の
功

労
者
だ
。
あ
り
が
と
う
」
と
伝
へ
た
妻
・
春
子
の
苦
悩
が
具
に
描
か
れ
て

ゐ
る
こ
と
も
本
書
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
（
四
〇
三
頁
）。

　

廣
池
の
人
生
全
体
を
捉
へ
る
中
で
「
道
徳
科
学
」
形
成
を
理
解
し
よ
う

と
い
ふ
著
者
の
執
筆
意
図
は
貫
徹
さ
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
、
本
書
で
は
、
廣

池
の
超
人
的
な
学
問
的
営
為
の
み
な
ら
ず
、
家
族
生
活
や
度
重
な
る
失
敗

経
験
と
そ
の
反
省
な
ど
、
人
間
臭
さ
溢
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
多
々
描
か
れ

て
を
り
、
魅
力
的
な
廣
池
の
人
物
像
を
存
分
に
引
き
出
し
て
ゐ
る
。

　

著
者
は
、
廣
池
が
「
道
徳
科
学
」
に
至
つ
た
経
緯
に
つ
い
て
、「
人
々

を
道
徳
実
行
へ
と
誘
い
、
平
和
と
幸
福
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
の
は
、
中

津
時
代
か
ら
抱
い
て
い
た
宿
願
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
途
中
、
宗
教
的
に
実

現
し
よ
う
と
思
っ
た
が
、
宗
教
的
言
説
は
、
異
な
る
信
仰
を
持
つ
者
の
間

に
は
反
発
が
生
じ
、
全
世
界
で
普
遍
的
に
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
現

実
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
文
明
化
し
た
近
代
に
お
い
て
は
、
道
徳
も
、
単
な

る
伝
統
や
教
訓
の
ま
ま
で
は
説
得
力
が
弱
く
、
人
々
を
納
得
さ
せ
る
た
め

に
は
科
学
的
根
拠
が
必
要
だ
っ
た
。
廣
池
は
、
宗
教
や
伝
統
の
価
値
を
十

分
に
認
め
つ
つ
も
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
、
世
界
の
あ
ら
ゆ

る
場
面
に
通
用
す
る
普
遍
性
と
、
科
学
的
根
拠
の
あ
る
論
理
性
、
こ
れ
ら

二
つ
を
備
え
る
こ
と
を
自
身
の
道
徳
論
に
課
し
た
」
と
述
べ
、「
こ
う
し

た
研
究
姿
勢
は
、
か
つ
て
取
り
組
ん
だ
「
日
本
国
体
の
研
究
」
つ
ま
り
、
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皇
室
の
万
世
一
系
の
原
因
探
究
へ
と
、
文
字
通
り
さ
か
の
ぼ
る
」
と
指
摘

す
る
（
二
八
六
、二
八
七
頁
）。
そ
し
て
具
体
的
に
は
、
廣
池
自
身
が
『
道

徳
科
学
の
論
文
』
で
示
し
た
「
新
科
学
モ
ラ
ロ
ヂ
ー
」
建
設
の
端
緒
（
ル
ー

ツ
）
と
し
て
、
明
治
三
十
年
頃
に
井
上
頼
囶
よ
り
勧
め
ら
れ
た
「
日
本
国

体
の
研
究
」（
皇
室
の
万
世
一
系
の
研
究
）、
次
い
で
同
四
十
一
年
の
『
伊

勢
神
宮
』
編
纂
を
挙
げ
て
ゐ
る
こ
と
に
着
目
し
て
ゐ
る
（
一
四
三
頁
）。

　

本
書
の
本
領
、
最
大
の
意
義
は
、
著
者
が
研
究
を
積
み
重
ね
、
博
士
論

文
に
も
結
実
さ
せ
た
論
点
、
即
ち
廣
池
千
九
郎
の
思
想
・
学
問
形
成
に
お

け
る
、
日
本
国
体
の
中
核
と
し
て
の
「
神
道
」
や
そ
れ
を
探
究
す
る
た
め

の
総
合
的
学
問
「
国
学
」
と
「
道
徳
」
と
の
関
係
如
何
に
対
す
る
考
察
に

あ
る
。
そ
れ
は
、
廣
池
の
皇
室
史
に
対
す
る
取
り
組
み
や
、
廣
池
の
神
宮

皇
學
館
時
代
に
お
け
る
「
神
道
」
研
究
・
教
育
（
特
に
こ
の
点
は
創
見
が

多
い
）
に
関
す
る
叙
述
と
し
て
反
映
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
は
「
固
有
神

道
へ
の
信
仰
を
土
台
と
し
て
、
そ
の
上
さ
ら
に
現
代
の
神
道
と
し
て
の
天

理
教
を
重
ね
て
信
仰
す
る
と
い
う
態
度
」（
二
一
三
頁
）
や
、『
道
徳
科
学

の
論
文
』
に
お
い
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
・
イ
エ
ス
・
釈
迦
・
孔
子
と
と
も
に

「
日
本
皇
室
の
御
祖
先
天
照
大
神
及
び
日
本
歴
代
の
天
皇
の
御
聖
徳
を
中

心
と
す
る
道
徳
系
統
」
を
「
最
高
道
徳
の
実
行
者
」
と
し
て
挙
げ
た
こ
と

（
三
三
六
頁
）
へ
と
繋
が
る
、
廣
池
の
伝
記
上
、
極
め
て
重
要
な
論
点
で

あ
り
、
さ
ら
な
る
研
究
進
展
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

な
ほ
、
著
者
に
は
今
後
、
解
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
点
も
多
い
。
例
へ

ば
、
天
理
教
内
に
お
け
る
廣
池
の
敵
役
で
登
場
す
る
大
宮
兵
馬
・
三
橋
要

也
・
大
川
真
澄
・
稲
村
眞
里
は
、
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
、
神
宮
皇
學
館

人
脈
に
連
な
る
国
学
者
（
廣
池
と
同
様
、
井
上
頼
囶
と
も
密
接
な
関
係
が

あ
る
は
ず
）で
あ
る
が
、祝
詞
研
究
の
大
家
と
し
て
知
ら
れ
る
稲
村
以
外
、

そ
の
経
歴
さ
へ
不
明
点
が
多
い
。
従
前
の
廣
池
研
究
は
専
ら
戦
後
の
天
理

教
側
資
料
に
依
拠
し
て
来
た
が
、
国
学
者
側
の
観
点
か
ら
も
再
検
討
す
る

必
要
が
あ
ら
う
。
ま
た
、
廣
池
千
九
郎
の
実
弟
で
あ
る
廣
池
長
吉
と
一
松

又
治
が
國
學
院
出
身
（
二
期
生
と
十
期
生
）
で
あ
る
こ
と
も
気
に
な
る
。

特
に
神
宮
神
部
署
に
も
務
め
た
又
治
は
、『
日
本
社
会
神
道
学
序
論
』（
社

会
神
道
政
策
会
、
昭
和
十
三
年
）
等
を
著
し
、「
神
、
君
、
民
三
位
一
体

の
精
神
」
に
基
づ
く
「
社
会
神
道
学
」
を
提
唱
し
て
ゐ
る
。
千
九
郎
と
彼

ら
、
さ
ら
に
は
國
學
院
人
脈
と
の
関
係
も
よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
。

　

か
か
る
評
者
の
勝
手
な
願
ひ
は
と
も
か
く
、
小
・
中
学
校
の
「
道
徳
」

教
科
化
が
目
睫
に
迫
る
現
在
、
道
徳
教
育
史
上
で
再
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る

廣
池
千
九
郎
の
波
瀾
万
丈
の
人
生
と
「
道
徳
科
学
」
の
形
成
過
程
を
丁
寧

に
描
い
た
本
「
評
伝
」
は
、
皮
相
な
道
徳
教
育
に
陥
る
こ
と
を
避
け
る
た

め
に
も
、
広
く
読
ま
れ
る
べ
き
一
書
で
あ
る
と
い
へ
よ
う
。

（
四
六
判
、四
九
八
頁
、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、平
成
二
十
八
年
十
一
月
発
行
、

定
価
三
五
〇
〇
円
＋
税
）


